
県工事成績調書におけるリスクアセスメントの加点措置要領 
  
 

（目的） 
１ この要領は，労働安全衛生法第２８条の２（平成１８年４月１日以降）により，いわ

ゆるリスクアセスメントの実施が努力義務化されたのを受け，宮城県が発注する工事に

おいて，リスクアセスメントの取組みを工事成績において評定し，加点評価することで，

労働災害防止に対する意識向上を図り，東日本大震災以降急増する労働災害等の低減を

図ることを目的とするものである。 
  

（対象工事） 
２ 平成２５年４月１日以降に公告又は指名通知する全ての工事を対象とする。 
  

（加点措置条件） 
３ リスクアセスメント実施で加点する条件は，次のとおりとする。 
（１）施工前にリスクアセスメントを検討し，施工計画書に記載すること。 
（２）「高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況」報告書（共 3-1-1-14 関係① 様

式）で発注者へ報告すること。 
 
（加点措置） 

４ リスクアセスメント実施で加点措置を行う場合は，県工事成績調書の「創意工夫」の

項目で最大２点を加点する。 
 
 （加点点数） 
５ 加点する点数の基準は下記のとおりとする。 
（１） ２点を加点する場合は，次の項目を全て満たしていること。 

・上記３に示す加点措置条件を満たしていること。 
・労働災害や公衆災害の発生を防止した。（もらい事故等の第３者に起因する事故

は除く） 
・工種ごとの作業手順に沿って，リスクの見積り及び低減措置が検討され，その項

目が５０項目以上あり，かつ，現場等において実施されていること。 
（２） １点を加点する場合は，次の項目を全て満たしていること。 

・上記３に示す加点措置条件を満たしていること。 
・労働災害や公衆災害の発生を防止した。または，労働災害等が発生したが，労働

基準監督署からの使用停止命令書又は是正勧告書の交付が無かった場合。 
・工種ごとの作業手順に沿って，リスクの見積り及び低減措置が検討され，その項

目が３０項目以上あり，かつ，現場等において実施されていること。 
（３）上記の（１）（２）を満たさない場合は加点しない。 
  

（その他） 
６ リスクアセスメントの実施状況は，写真または記録により確認する。 
 
 
 

附 則 
この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 
 
 



別 紙 
１ リスクアセスメントの実施フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ その他 
    リスクアセスメントの危険性の評価手法などは具体的な評価基準が無く，○△×評価

や数値評価など多種多様であるため，様式は任意とした。各請負者において，従来から

使用している様式があればそれを使用して差し支えない。 
別添の【参考様式】や，厚生労働省のホームページ（｢リスクアセスメント等関連資

料・教材一覧｣http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/）を参考とし，

活用されたい。 
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発注者へ提出 
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